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★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
２
億
７

３
６
万
５
千
円
を
追
加
し
、

累
計
予
算
は
２
３
９
億
１

８
３
３
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国

庫
支
出
金
の
身
体
障
害
者

施
設
支
援
費
負
担
金
２
２

０
９
万
４
千
円
、地
域
介
護・

福
祉
空
間
整
備
交
付
金
２

５
０
１
万
７
千
円
、
ま
た
県

支
出
金
の
国
民
健
康
保
険

基
盤
安
定
負
担
金
３
２
４

１
万
６
千
円
の
増
額
と
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
９
６

０
７
万
４
千
円
の
減
額
等
で

あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

交
付
決
定
に
伴
う
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
操
出
金

３
９
３
１
万
円
、
身
体
障

害
者
授
産
施
設
の
利
用
者

増
に
伴
う
旧
法
施
設
支
援

費
４
４
１
８
万
７
千
円
、

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
等
を
整
備
す

る
た
め
の
地
域
介
護
・
福

祉
空
間
整
備
事
業
補
助
金

２
５
０
１
万
７
千
円
、
大

川
原
峡
周
辺
公
園
整
備
及

び
悠
久
の
森
排
水
路
整
備

等
の
た
め
の
林
業
施
設
災

害
復
旧
費
１
２
１
０
万
円

等
で
あ
り
ま
す
。

★�
平
成
22
年
度
曽
於
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
６
７
０

１
万
１
千
円
を
追
加
し
、

累
計
予
算
は
61
億
１
０
３

万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
交

付
決
定
等
に
伴
う
国
庫
支

出
金
１
１
９
万
２
千
円
、
療

養
給
付
費
等
交
付
金
２
５

５
１
万
８
千
円
、
県
支
出

金
99
万
２
千
円
及
び
一
般
会

計
繰
入
金
３
９
３
０
万
９

千
円
等
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
療

養
諸
費
等
の
増
に
伴
う
保

険
給
付
費
６
２
１
万
６
千

円
、
前
年
度
国
民
健
康
保

険
料
療
養
給
付
費
負
担
金

等
の
精
算
に
伴
う
償
還
金

２
１
２
１
万
１
千
円
と
、
財

源
調
整
に
伴
う
予
備
費
３

９
５
２
万
８
千
円
の
追
加
等

で
あ
り
ま
す
。

予　
算

︱ 
12
月
定
例
会 

︱

★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
２
９

５
万
円
９
千
円
を
追
加

し
、
累
計
予
算
は
４
億
８

６
９
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

交
付
決
定
に
伴
う
保
険
基

盤
安
定
繰
入
金
２
８
３
万

６
千
円
で
あ
り
ま
す
。
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
交
付

決
定
に
伴
う
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
納
付
金
２

８
３
万
６
千
円
の
追
加
等

で
あ
り
ま
す
。

★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
介

護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

今
回
の
補
正
は
、
保
険

給
付
費
の
執
行
見
込
み
額

の
増
額
に
伴
う
も
の
で
、

１
４
４
７
万
６
千
円
を
追

加
し
累
計
予
算
は
44
億
９

０
０
６
万
８
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、

国
庫
支
出
金
４
８
５
万
７

千
円
、
支
払
基
金
交
付
金

４
３
４
万
３
千
円
、
県
支

出
金
１
２
６
万
６
千
円
、
一

般
会
計
繰
入
金
１
８
０
万

９
千
円
と
財
源
調
整
に
伴

う
繰
越
金
２
２
０
万
１
千

円
の
追
加
等
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
は
、
保
険
給
付
費

１
４
４
７
万
６
千
円
で
あ

り
ま
す
。

★�

平
成
22
年
度
曽
於
市
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

（
全
会
一
致　

可
決
）

　

収
益
的
支
出
の
今
回
の

補
正
は
１
２
８
５
万
６
千

円
追
加
し
、
総
額
５
億
４

４
７
３
万
４
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

主
な
も
の
は
、
財
部
水

道
事
業
の
薬
品
等
の
追
加

と
末
吉
簡
易
水
道
事
業
及

び
財
部
水
道
事
業
の
施
設

修
繕
費
で
あ
り
ま
す
。

　

資
本
的
支
出
は
４
７
０

万
円
追
加
し
、
総
額
３
億

３
２
３
８
万
８
千
円
と
な

り
財
部
水
道
事
業
の
畠
中

地
区
水
道
管
布
設
工
事
の

追
加
で
あ
り
ま
す
。

議
案
第
69
号

★�

曽
於
市
山
中
貞
則
顕
彰

記
念
事
業
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

国
内
の
政
治
・
行
政
・

経
済
・
文
化
等
の
振
興
発

展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
郷

土
の
誇
り
で
あ
る
故
山
中

貞
則
氏
を
顕
彰
し
今
後
の

曽
於
市
及
び
地
域
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、

基
金
は
全
て
寄
附
金
に
よ

る
も
の
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
土
地
、
建
物
（
山

中
邸
）
の
取
得
、
整
備
及

び
管
理
、
運
営
を
計
画
す

る
も
の
で
す
（
土
地
は
無

償
提
供
）。
そ
の
目
標
額

は
５
億
円
の
予
定
で
あ
り

ま
す
。
当
初
提
案
は
、
平

成
23
年
４
月
１
日
か
ら
の

施
行
日
で
あ
っ
た
が
、
当

議
案
が
報
道
さ
れ
た
こ
と

で
寄
附
早
期
受
入
れ
の
状

況
が
予
想
さ
れ
、
施
行
日

を
平
成
23
年
１
月
１
日
に

訂
正
し
た
い
旨
の
申
出
が

あ
り
急
き
ょ
再
審
査
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

災害を受けた三連轟
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市政を問う
議
案
第
75
号

★�

曽
於
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
賛
成
多
数　

可
決
）

　

曽
於
市
水
道
事
業
に
お

い
て
は
、
上
水
、
簡
易
水

道
そ
れ
ぞ
れ
事
業
毎
に
合

併
前
の
水
道
料
金
及
び
給

水
負
担
金
体
系
と
な
っ
て

い
る
が
、
合
併
後
５
年
を

経
過
し
料
金
等
を
統
一
す

る
こ
と
に
よ
り
市
民
の
負

担
の
公
平
化
と
、
事
務
の

簡
素
化
の
た
め
提
案
さ
れ

た
も
の
で
す
。
従
量
料
金

が
１
㎥
に
つ
き
１
１
０
円

と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

★�

花
房
峡
憩
い
の
森

（
全
会
一
致　

可
決
）

指
定
管
理
者

曽
於
市
森
林
組
合

指
定
管
理
期
間　
５
年

（�

平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日
）

★�

大
隅
恒
吉
地
区
公
民
館

（
全
会
一
致　

可
決
）

指
定
管
理
者

大
隅
町
恒
吉
校
区
公
民
館

指
定
管
理
期
間　
５
年

（�

平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日
）

★�

大
隅
月
野
地
区
公
民
館

（
全
会
一
致　

可
決
）

指
定
管
理
者

大
隅
町
月
野
校
区
公
民
館

指
定
管
理
期
間　
５
年

（�
平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日
）

★�

大
隅
北
地
区
公
民
館

（
全
会
一
致　

可
決
）

指
定
管
理
者

大
隅
町
北
校
区
公
民
館

指
定
管
理
期
間　
５
年

（�

平
成
23
年
４
月
１
日
～

平
成
28
年
３
月
31
日
）

★�

免
税
経
由
制
度
の
継
続

を
求
め
る
請
願
書

（
全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　
鹿
児
島
市
山
田
町

１
６
４
７
番
地

園
山　

一
則

紹
介
議
員　
五
位
塚　

剛

漆
間　

純
明

渡
辺　

利
治

吉
村　

幸
治

今
鶴　

治
信

久
長
登
良
男

坂
口　

幸
夫

徳
峰　

一
成

★�

米
価
の
大
暴
落
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
の
請
願
書

（
全
会
一
致　

採
択
）

提
出
者　
鹿
児
島
市
山
田
町

１
６
４
７
番
地

園
山　

一
則

紹
介
議
員　
五
位
塚　

剛

漆
間　

純
明

渡
辺　

利
治

吉
村　

幸
治

今
鶴　

治
信

久
長
登
良
男

坂
口　

幸
夫

徳
峰　

一
成

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

を
推
薦
す
る
た
め
、
議
会

に
意
見
が
求
め
ら
れ
適
任

と
さ
れ
ま
し
た
。

永
山　

た
み
子 

氏　
58
歳

（
大
隅
町
坂
元
）

★�

環
太
平
洋
戦
略
的
経
済

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ

の
対
応
に
関
す
る
意
見
書

（
全
会
一
致　

可
決
）

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
関
税
撤
廃

の
例
外
を
認
め
な
い
完
全

な
貿
易
自
由
化
を
目
指
し

て
お
り
拙
速
に
こ
の
交
渉

に
参
加
し
、
関
税
な
ど
の

国
境
措
置
が
撤
廃
さ
れ
た

場
合
、
農
畜
産
物
の
輸
入

は
増
大
し
、
国
内
の
農
業

生
産
額
や
食
糧
自
給
率
及

び
農
業
・
農
村
の
多
面
的

機
能
の
維
持
・
存
続
を
根

底
か
ら
揺
る
が
す
こ
と
に

な
り
、
農
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
本
市
が
危
機
的
・

深
刻
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
は
明
白
で
あ
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
我
が
国
の
農
業

振
興
や
食
糧
安
全
保
障
を

は
じ
め
経
済
全
体
に
与
え

る
影
響
を
十
分
考
慮
し
、

時
期
尚
早
と
も
言
わ
れ
て

い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
を
行
わ
な
い
よ
う
、
国

に
対
し
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

★�

「
公
立
高
校
の
振
興
方

針
」
に
関
す
る
早
急
な
見

直
し
を
求
め
る
意
見
書

　

県
教
育
委
員
会
の
説
明

に
よ
る
と
「
県
立
高
等
学

校
の
廃
止
に
関
す
る
基
準
」

に
、
厳
し
い
基
準
が
設
け
ら

れ
、
廃
止
方
法
を
強
化
す

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
高
校
が
３
校
あ

り
、
地
元
か
ら
高
校
が
な
く

な
る
こ
と
は
、
地
域
の
振
興

発
展
に
も
大
き
な
支
障
を

来
す
こ
と
か
ら
、
県
知
事
と

県
教
育
委
員
会
に
対
し
て

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
等
調
査

特
別
委
員
会

　

市
民
の
福
祉
向
上
と
市

制
の
発
展
に
向
け
て
、
議

員
の
自
己
研
鑽
の
た
め
の

議
会
運
営
の
基
準
を
設

け
、
厳
格
に
実
践
す
る
こ

と
に
よ
り
、
議
会
の
責
任

を
果
た
し
、
市
民
の
負
託

に
耐
え
う
る
議
会
を
構
築

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長　
久
長
登
良
男

副
委
員
長　
渡
辺　

利
治

議
会
運
営
委
員
会

副
委
員
長　
海
野　

隆
平

委　
　
員　
谷
口　

義
則

大
隅
曽
於
地
区

消
防
組
合
議
会
議
員

議　
　
員　
渡
辺　

利
治

※�

瀬
戸
口
三
郎
氏
は
、
12

月
22
日
付
け
で
議
員

辞
職
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
の
承
認

請　
願

指
定
管
理
の
指
定

各
委
員
会
等
の
委
員
選
任

意
見
書

守ろう 日本の稲作


